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数学1 数学Ⅱ,数学Ⅲ,数学A,数学B,数学C, ,

問題[11 ~[5]の文中の区亘ヨ~[,因にあてはまる数字を解答記入欄に1つマーク

しなさい。なお,分数は既約分数にし,根号を含む場合は根号の中の自然数が最小となる形に

しなさい。
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② 0 を定数とする。関数 f(吟

αの値の範囲は,α>[Σ,ヨ

α=[Σ王ヨである。

区三ヨ

, q

, P十q

ψi十y三、+ 1

1

(3) k を定数とする。 6 個の値からなるデータ 19, k,13, k+3,21, k-5 の平均値

が19であるとき,中央値は^,分散は[1^である。

区三・ψ三三

のとき,

E^

α影2 -4ω十α十3 のとる値が常に正であるような

である。また,この関数の最小値が 6 であるとき,

である。
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[2]①袋A

袋 A,

, 数学Ⅱ,数学Ⅲ,数学A,数学B,数学C

には白玉 2 個と赤玉 3 個,袋 B には白玉 4 個と青玉 3 個が入っている。

袋B から玉を 1個ずっ取り出すとき,取り出した 2個の玉の色が異なる

[1区ヨ三五ヨ

,

確率は

(2)自然数α, b (α> b)に対し,自然数 U,Ⅳを U = 2゜・ 3b,Ⅳ= 2゜-6・ 3゜十b に

より定める。 U の正の約数の個数が 12 であるとき,

U = E三王]三三五ヨまたは[三i^([三i^<[三i^)

であり,12Ⅳ一U と N の最大公約数は

[1^または[1巨亘三^([三亙Σ[^<[三亘三^)

である。

E^
である。

訊

③実数 P, q,

r

1 を満たすとき,r が等式 5P = 3q = r および^

25 26 であり, P =[1^十 1^ 10g5[1三巨§1ヨ,

q

24

[Ξ,図十10島[Ξ,三である。
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[ 31 (1)関数 y = 2COS2ω十 6Sin2 ω一 COS2 ω-2Sinω十 2 は,

ν=[11^血、ー[1^.i加十[1Ξ]と表される。また,

▼、^

をとる。

, ,

ーーーヲ

② △OAB において一点P を OP

交点 Q は,

QP= 1^.1^]である。を満たす。また, OQ

(3)第 7項が 19,第 28 項が-16 である等差数列{αη}の初項は 1^,

3δス.+40B で定めるとき,直線 OP と辺 AB の

公差は
EI^
E^

この関数は

である。また,

30

1 αk l 48 49 50
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である。
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[ 4 ]
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iを虚数単位とする。 2 つの複素数α,βは

αβ=-V吾、+兆、i,

を満たす。

①ψ=バ郎θ十i血θ)け> 0, o s e く 2司と表すとき才=＼^西、,
[亙ia

である。θ ^

E^

② 0.=・[1^十[1^>モ1西、i

,
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[ 5 1 関数八ω)

① 4⑲

yf〒4王牙および g(幻

[1^g(司

(2) U > 0 に対し,10g U を U の自然対数とすると,

f(⑲

である。

j(幻十h について,
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